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繊
維
学
部
で
は
現
場
で
役
立
つ
実
学
と
言
わ
れ
た
。
で
も
業
界
の
方
が
進
ん
で
い
た
。 

東
京
か
ら
信
州
、
長
野
県
上
田
市
の
信
州
大
学
繊
維
学
部
へ
。
英
国
式
緩
速
ろ
過
の
浄
水
場
が
あ
っ
た
。 

上田市の水道水が不味くなったのは、ダム湖の富栄養化だと言われたが。どうも違
うと、生物屋は、どんな生物も役立っていると考えていた。浄水場での藻の役割研
究を始めた。 



 

応用学部は、社会の変化に対応し、スクラップ・アンド・ビルドするところだった。
でも、私は、学問は、本質は何かを追究するところと思い、繊維学部で研究をした。 

養
蚕
学
科
が
繊
維
農
学
科
、
応
用
生
物
学
科
に
名
前
を
変
え
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
き
た
。 

繊維学部で、糸状、繊維状になる藻の研究

をしだした。 

明
治
時
代
か
ら
繊
維
産
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
、
繊
維
産
業
は
、
他
の
産
業
も
盛
ん
に
な
り
、

勢
い
が
悪
く
な
っ
た
。
蚕
糸
専
門
学
校
が
戦
後
、
信
州
大
学
繊
維
学
部
に
。 



 上田市の盆地の中を千曲川が流れている。日本一長い信濃川の上流だ。長野県と新潟県
の県境に西大滝ダムができ、海から上田までくるサケ、鮎、ウナギが遡上してこない。
鮎は付着藻類を食べて育つ。河川の魚の研究をする、淡水魚の養殖を研究する水産庁の
淡水研究所が上田市にできた。 

上
田
と
い
う
場
所
の
特
徴
を
生
か
し
た
産
業
：
そ
れ
が
繊
維
産
業
だ
っ
た
。 

信州大学繊維学部で正門の外、信州大学繊維学部の学生寮があった場所に、繊維学部
創立８０周年の記念の時、戦前に沖縄から蚕糸専門学校に学びにきた緑間武さんが、
個人で寄贈してくれた。 

大
学
は
、
そ
の
人
の
精
神
性
を
つ
く
る
場
所
。 



 

ろ
過
池
で
繁
殖
す
る
糸
状
珪
藻
の
繁
殖
量
を
測
定
し
た
。 

水を大量に使う。最初は、染屋浄水場で大量培養実験をした。 
でも、それは、水の浄化と関係ないと、浄水場から嫌がられた。 

応
用
学
部
、
珪
藻
は
魚
の
最
良
の
餌
。
そ
れ
な
ら
大
量
培
養
を
し
て
み
よ
う
閉
じ
始
め
た
。 

渓流に住むと言われる鮎を、池の水をエアレーション（曝気）すれば、鮎は育つと
確かめたのは小山良一さん。日本で初めて、エアレーション（曝気）して魚の養殖
をしだした人だった。上田から、全国にその方法を普及させた。 



 

千
曲
川
が
汚
れ
だ
し
、
鮎
が
病
気
に
な
る
の
が
多
く
な
り
、
養
魚
を
止
め
た
。 

小
山
養
魚
場
に
は
小
山
良
一
さ
ん
の
胸
像
が
あ
っ
た
。
長
野
県
が
作
成
し
た
。 

横流れで河原の湧水をつくったギブは、繊維を染色した後、繊維の染料を洗い流す

のに、きれいな水がほしかった。自分の工場で使っても余ったので、市内中に売り

歩いた。公共水道の始まりに、繊維産業が関係していた。 

鮎養殖の餌は、蚕の蛹と米糠で煮た練り餌だった。鮎を養殖していた小山養魚場の
池を借りて、鮎の餌として最良の、糸状珪藻の大量培養実験をさせてもらった。大
量の水を使うので、水利権がある場所で実験をする必要があった。 



 

上
田
市
の
緩
速
ろ
過
池
で
の
藻
の
役
割
を
研
究
し
、
生
物
群
集
の
活
躍
が
鍵
と
気
づ
い
た
。 

緩速ろ過でなく、生物群集の活躍と解説する本を、2 冊出版。 
縦書きの市民向け、横書きの技術解説本をだした。 

上から下に流す、現在の緩速ろ過を完成したのは、ロンドンのシンプソンだ

った。当時のろ過池の水深は 38 センチと浅かった。 当
時
は
、
単
に
、
細
か
な
砂
で
ゆ
っ
く
り
と

流
す
と
き
れ
い
な
水
が
で
き
る
と
考
え
た
。 

浄
化
は
、
生
物
群
集
の
活
躍
だ
っ
た
。 



 
水道業界は、緩速ろ過の浄化の仕組みを解説してこなかった。 

上
田
市
の
染
屋
浄
水
場
は
、
基
本
的
に
、
薬
品

も
使
わ
ず
、
電
気
も
必
要
な
か
っ
た
。 

緩速ろ過 Slow Sand Filter では生物群集の活躍をイメージできず、皆が誤解し
てきた。そこで、生物群集の食物連鎖をイメージできるように、生物浄化法
Ecological Purification System と言い直そうと言い出した。 

簡
単
な
仕
組
み
で
、
壊
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
こ
れ
で
は
水
道
業
界
が
好
ま
な
か
っ
た
。 

維
持
管
理
も
、
手
動
の
ハ
ン
ド
ル
操
作
。 



 私は、1992 年に、ロンドンのテムズ水道で、上田市での生物群集の
役割を解説し、溶存酸素濃度が、活性の指標として有効と解説した。 

1
9

9
6

年
に
、
ス
イ
ス
か
ら
粗
ろ
過
指
針
が
出
さ
れ
た
。
私
は
、
そ
れ
を
手
に
入
れ
、
日
本
で
実
験
を
し
て
確
か
め
た
。 

2
0

0
6

年
か
ら
のJ

IC
A

研
修
で
は
、
必
ず
、
上
向
流
粗
ろ
過
を
教
え
た
。 

ブラジルで、1980 年に、濁り水対策で、

薬品を使わない上向流粗ろ過を研究した。 

1988 年、ロンドンの国際会議で発表。 



 
JICA 研修でも、砂面の汚れを採取し、顕微鏡で観察した。 

砂
は
汚
れ
て
な
く
、
砂
の
上
の
藻
は
、
簡
単
に
、
砂
面
排
水
で
除
け
た
。 

砂
面
上
の
藻
は
、
粘
質
状
で
な
く
、
フ
ワ
フ
ワ
。 

テムズ水道は、私が 1992 年 8 月に訪問し、溶存酸素濃度が生物活性の
指標になるのを解説してから、全てのろ過池で溶存酸素濃度を測定しだ 

したと解説してくれた。その結果、 
1 日に 12 ㍍まで良いとした。 



 

砂面上に蓄積した汚れに見えるのは、砂面排水を賢く使って、

排出するようにした。 

お
金
が
無
く
て
も
で
き
る
浄
化
装
置
を
、
フ
ィ
ジ
ー
で
は
国
家
事
業
で
実
施
し
た
。 

４
年
間
に
、
全
国
の
村
の
約
１
割
に
設
置
し
た
。 

フィジーでは、村中に、生物浄化法で、安全な飲み

水を供給するプロジェクト。それに協力した。 



 

現
場
に
足
を
運
び
「
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
と
考
え
、
新
し
い
発
想
が
生
ま
れ
る
。 

現場主義、現場を良く観察することが、始まり。彼等が、彼等でできる方法をど

うしたら良いかと考える。新しい発想が生まれる。 

砂面排出の代わりに、プールの底の汚れを除く方法で
も良かった。その仕組みも教えた。 

お
金
が
無
い
と
、
新
し
い
発
想
が
生
ま
れ
る
。 


